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リニア走査経直腸的超音波断層法による後部尿道の観察
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OBSERVATION OF THE POSTERIOR URETHRA 

BY TRANSRECTAL LINEAR ULTRASONOGRAPHY
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   Transrectal linear ultrasonography was performed on 59 male patients with dysuria, and voiding 
movement of the posterior urethra was observed with a videomonitor. Uroflowmetry was performed 
simultaneously, and the results were compared with those obtained in a previous study. On the 
image synchronized with maximum flow rate, the diameter of the bladder neck, and the center of 
the prostatic urethra were measured as parameters and the correlation with maximum flow rate, 
average flow rate, and residual urine rate, was examined. The forward movement of the ventral 
side of the posterior urethra was found to play  u more important role in the opening of the 

posterior urethra, than the opening of the bladder neck, and the width of the prostatic urethra 
to play a more important role in the efficiency of urination than the width of the bladder neck. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1373-1377, 1992) 
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緒 言

泌尿器科の 日常臨床 にお いて排 尿困難 を訴 える患者

に遭遇す る機会が多い.代 表的な疾患 である前立腺肥

大症 を取 り上げてみてもそ の排尿状態は様 々であ り,

腺腫 の大 きさと排尿効率(た とえば残尿率 など)と が

必ず しも一致 しない1)こ とは しば しば経験す るところ

である.

そ こで,排 尿時の後部尿道の開大状態 が排尿効率に

影響 してい るもの と考 え,尿 流量測定法 と連動 させて

リニア走査経直腸的超音波断層法 を用 いて リアルタイ

ムに後部尿道を観察 し,若 干の知 見をえた ので報告す

る.

対 象 お よび 方 法

1988年9月 か ら1991年4月 まで,日 本 大学医学部附

属駿河台病院 泌尿器科に排尿困難を訴え来 院,ま たは

入院 した男性患老59名(36歳 ～81歳,平 均年齢66.0

歳)を 対象に検査を施行 した.内 訳は,前 立腺 肥大症

38名(60歳 ～81歳,平 均年齢70.1歳),膀 胱頸部硬化

症13名(36歳 ～75歳,平 均年齢54.6歳),正 常例8名

(52歳～74歳,平 均年 齢64.6歳)で あ った.直 腸診上

明 らかな前立腺の腫大を認 めず,尿 道膀胱造影 で前立

腺部尿道 の明らかな延長,偏 平化が な く,超 音波検査

で膀胱頸部か ら前立腺部尿道にかけての開大が不 良な

症例 を膀胱頸部硬化症 とした.

方法 は,全 例立位にて経直腸 プローブを挿入 し,排

尿時 の後部尿道を ビデオモ ニター下に観察(Fig.IA,

B),同 時に尿流量測定法を施 行 した.

最 大尿流率をえ る画像にて,パ ラメーターとして,

膀胱頸部の直径(膀 胱 頸部径とす る),お よび前立腺

尿道 のほぼ中央の直径(尿 道径 とす る)を と り(Fig.

IB),最 大尿流率(MFR),平 均尿流率(AFR),残 尿

率(RR)と の関係を検討 した.

結 果

1.排 尿時の後部尿道の動 き

リニア走査経直腸的超音波 断層法に よ りえ られ る立

位排 尿時の後部尿道の動 きを ビデオモニターを用いて

観察 した結果,排 尿時に後部尿道はその腹側面が前下
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方に動 くことに よ り開大 し,背 側面はほ とんど動かな

かった(Fig.2).

2.尿 流量測定法 との比較検討

最大尿流率(MFR),平 均尿流率(AFR)お よび

残尿率(RR)の 各々に対 して,膀 胱頸部 径(NEC-

K),尿 道径(URETHRA),を パ ラメーターとして

重回帰分析(減 少法)を 行 った,

総症例,前 立 腺肥 大症群,膀 胱頸部硬化症群,正 常

群の各パ ラメーターの平均,標 準偏差をTablelに

示す.尿 道径,最 大尿流率(MFR.)お よび平 均 尿 流

率(AFR)は 各疾 患群に対 して正 常 群が有 意 に高 値

であ った.残 尿率(RR)は 膀胱頸部硬化症群 が前立

腺肥大症群,正 常群 に対 して有意 に高値 で,前 立腺肥

大症 群は正 常群に対 して有意に高値 であった.膀 胱頚

部径 は各群間 に有意差は認 めなか った.

重 回帰分析(減 少法)(FOUT=2)の 結果 は,

1)総 症例(n=59)

R=0.743(P<0.01)
ヤむ ギを

〔MFR〕=1.52〔URETHRA〕 十3.68

R=O.579(P<0.01)
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Tablel.Meanandstandarddeviationofeachparameter

総症例(n・59)即H(n・38)BNO(n・i3》 正常群(n・8)

膀胱頸 部径(mm)

尿道 径(㎜)

MFR(霜1/sec)

AFR(皿1/sec)

RR(%)

9.76±6.49

3.84±3.20

9.52±6.56

4.29±3.41

27.4±30,0

8.89±6.61

3.14±2.46

7.83±3.93

3.74±2.65

25.6±26.0

10.1±5.8913.4±5.46

3.15±3.428.32±2.20

8.68±8.5518.9±4.63

3.63±3.897.99±3.42

45.2±38.37.16±10,3

Mean±S.D.

Table2. Valueofeachparameterbeforeandafter

operationofBPH

膀胱頸部径 尿道径 最大尿流率 平均尿流率 残尿率
年齢 術式 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後

L

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

68

60

73

TO

73

72

74

73

RPP

SPP

TUR

TUR

TUR

RPP

TUR

TUR

4,213.31.7

6.718.85.8

15.626.76.7

4.44.41.3

2.720.00。1

1.015。00.1

0.613.82.0

12.515.06.3

0.1

8.8

6,7

7.7

8.4

14.O

l5.0

6.9

9.05.51.02.556.045.0

8.OT.04.13.20.00.0

5.08.02.33.433.648.0

6.020.03曾99.347.00。0

3.010.02.06.551,313.0

4.012.03.13.262.330.4

7.021_02.213.正0.01.5

5,012.01.16.639.234.1

キギ そギ

〔AFR〕=0.616〔URETHRA〕 十L92

R=0.568(P<0.Ol)

キキ ギを

〔RR〕=-5.32〔URETHRA〕 十47.9

2)前 立 腺 肥 大 症 群(nニ38)

R=O.416(P<0.Ol)
キを ぜギ

〔MFR〕=0.666〔URETHRA〕 十5.74

R=O.432(P<0.Ol)
をキ キキ

〔AFR〕=O.456〔URETHRA〕 十2.31

R=0.527(P〈0.Ol)

をうき キ キ

〔RR〕=-5.57〔URETHRA〕 十43」

3)膀 胱 頸 部 硬 化症 群(n=13)

R=O.927(P<O.Ol)
キき キぜ

〔MFR〕=2.32〔URETHR.A〕 十L36

R=0.749(P〈O.Ol)

ギギ キお

〔AFR〕=O.853〔URETHR.A〕 十 〇.940

R=0.659(P<O.Ol)

ギキ くをヤ

〔RR〕=-7.38〔URETHRA〕 十68.4

(**P<0.01)

以上の3群 において,最 大尿流率(MFR),平 均尿

流率(AFR)お よび残尿率(RR)に 対す る解析 で,

尿道径 の関与が有意に認め られたが,膀 胱頸部径は除

かれ,関 与のない ことが示 された.

4)正 常例(n=8)

最大尿流率(MFR),平 均尿流率(AFR)お よび残

尿率(RR)の おのおのに対 して,膀 胱頸部径(NE-

CK),尿 道径(URETHRA)と もに有意 の相関は認

めなか った.

3.前 立腺肥大症 手術前 後の膀胱頸部径,尿 道径 と排

尿効率 との比較検討

手術前後に検査 を施行 しえた前立腺肥大症患老8例

につ き検討 した.症 例 と各実測値をTable2に 示す

膀胱頸部径(NECK),尿 道 径(URETHRA),最 大

尿流率(MFR)お よび,平 均尿流率(AFR)は 術後

有意に増加 しているが,残 尿率(RR)は 有意 差はな

か った。

Fig.3に 手 術前 後の各 パ ラメーターの推移 を 図示

したが,TUR施 行症例の うち症例3は 膀胱頸部径の

増加がみ られ 高値を示 しているが,尿 道径は不変 で,

最大尿流率,平 均尿流率の増加が少 な く低値であ り,

残尿率 もわずかに増加 している.症 例8は 膀胱 頸部径

の増 加がみ られてい るが,尿 道径は ほぼ不変で,最 大

尿流率,平 均尿流率の増加は認 め られ るが残尿率の減

少がわずかで あった.症 例4は,膀 胱頸部径は不変 で

あるが,尿 道径は増加 し,最 大尿流率,平 均尿流率 の

増加 と残 尿率 の減少が明 らかに認め られた.症 例5,

7は 膀胱頸部径,尿 道径は増 加 し,最 大尿流率,平 均

尿流率の増 加 と残尿率は不 変か ら減少で低値 とな った.

RPP施 行症 例の症例1は 膀 胱頸部径は増加,尿 道径
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Fig。3.ChangeofeachparameterwithoperationofBPH

は減少 し低値 を示 し,最 大尿流率 の減少 と残 尿率 の高

値を示 した.症 例6は 膀胱頸 部径,尿 道径は増加 し最

大尿流率の増加 と残尿率の減 少を認めた,SPP施 行

症例の症例2は 膀胱頸部径,尿 道径は増加 したが最大

尿流率,平 均尿流率の減少がみ られた.

考 察

近年,膀 胱内圧測定,尿 道内圧測定,括 約筋筋電

図,尿 流量測定法 などさまざまなウ ロダイナ ミック検

査 の進歩に よ り後部尿道の機 能に関 して多 くの知 見が

えられて きている.

排尿時の後部尿道 の動態観察には,従 来 よ り排 尿時

膀胱尿道造影が行われ てい る2-7)が,前 立腺実質は造

影 されず,膀 胱頸部 と前立腺部尿道の リアルタイ ムで

の観察 が不十分な点 と,レ ン トゲン被爆 の侵襲があ る

点な どの欠点があ る.

渡辺 ら8),岡 ら9),お よび大内 ら10)の開発 した経直

腸的超音波 断層法は侵襲が少な く,ウ ロダイナ ミノク

検査 と組み合わせて広 く用 い られ て きてい る11-14).

われわれ も リニア走査経直腸的超音波断層法を用 いて

男性の立位排 尿時 の後部尿道を ビデオモニター下 に観

察 した.経 直腸 プP一 ブに よる影響について岡 ら15)は

排尿開始に多少時間 を要 して もほ とんどが観察可能で

あった とし,西 沢 ら16)もプ ローブに よる悪影響が生 じ

た症例は認めなか ったと してい る.わ れわれの経験に

おいてもブローブ挿入時 と非挿入時での尿流量測定結

果 を比較 したが,ほ ぼ同様 の結果がえ られ,プ ローブ

に よる影響は少ない もの と思われた.

蓄尿時 お よび排 尿時 の後 部尿 道 の動 きにつ いて,

Hutch且7)は膀胱底部におけ るbaseplateを 提 唱 し,

蓄尿時に平坦であるbaseplateが 排 尿 時 に縦 走 筋

層の収縮 に より引 き上げ られ,膀 胱後部角 が消失す る

ことに よ り後部尿道が開大 し,漏 斗状を形成す ると し

ているが,本研究におけ る,立位排尿時の後部尿道 の リ

ニア走査経直腸的超音波断層法に よる観察では.男 性

においては排 尿時 に膀胱後部角が消失す るとい う動 き

は少な く,膀 胱頸部か ら前立腺部尿道にかけて の腹側

面が前下方 に動 くことに よ り後部尿道が開大 し,排 尿

が開始する とい う動 きがほ とんどで あった.こ れは正

常例において顕 著にみ られ るが,前 立腺肥大症 などで

尿道の開大が不十分 な症例に おいて も腹側面 の前方へ

の動 きが十分 に うか がえ,ま た術後 で膀胱頸部か ら前

立腺部尿道までが開 大 している症例 でもこの動 きがみ

られた.こ のため,後 部尿道 の開大 には,baseplate

が縦走筋層の収縮に よ り引き上 げ られ る動 き よ りも,

膀胱頸部か ら前立腺 部尿道 にかけての腹 側面における

可動性が重要であ り,ま た膀 胱底 部か ら膜様 部 までの

後部尿道の腹側 面に横紋筋 が存 在 して い る とい う報

告18-23)も あることか ら,こ の部 に括約 作用 を担 う構

造が存在す るのではないか と考え られた.

さらに,排 尿時に膀胱頸部の開大 と前立腺部尿道の

開大 とが平行 していない像が多 くみ られたた め,膀 胱

頸部 と前立腺 部尿道 は排尿状態に対す る関与が おのお

の異な るのではないか と仮定 した.そ こで,同 時に施

行 した尿流量測定法に よ り,排 尿効率 に対す る膀胱頸

部 の開大,前 立腺 部尿道 の開大のおのおのの関与につ

いて,重 回帰分析(減 少法)を 用いて検討 したが,総

症 例,前 立腺肥大症群,膀 胱頸部硬化症群で膀 胱頸部

径は除かれ,尿 道径が,最 大尿流率,平 均尿流率お よ

び残 尿率に関与 してい ることが示 された.正 常群にお

いては最大尿流率,平 均尿流率お よび残尿率のおのお

のに対 して,膀 胱頸部径,尿 道径 ともに有意の相関は

認めなかった が,最 大尿流率 および平均尿流率は各疾

患群に対 して正常 群が有意 に高値であ り,残 尿率は有

意に低値であるのに対 して,膀 胱頸部径は各群間に有

意差は認めなか った.

前立腺肥大症乎術崩後の検討 において膀胱頸部径が

増加 してい るが,尿 道径 の増加が少ない症例では排尿
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効率の著 明な改善がみ られず,一 方膀胱頸部径は減少

したが.尿 道径が増 加 した症例では排尿効率が著 明に

改善 してい る.評 価症例が少な く症例を増や して検討

を加えなければな らないが,や は り排尿効率に関す る

尿道径 の関与が示峻 された.

以上 の結果か ら,排 尿効率には膀 胱頸部付近 よ りも

よ り末梢の前立腺部尿道部の動 きと開大が重要な役割

を担 ってい るといえるであろ う.ま た,TURに よる

治療 を考え ると,膀 胱頸部の切除 より前立腺部尿道の

十分 な切除が排尿効率を向上 させ ると示唆 され る.

今回,リ ニア走査経直腸的超音波断層法を用 いて後

部尿道の動 きを観察 したが,前 立腺 の大 きさと排 尿効

率 との関係 も興味あ るところであ り,現 在症例を集め

検討中である.ま た,薬 理学 的な研究は勿論 解 剖学

的な検討 も加 えてい く所存 である.

結 語

1.後 部尿道 の排尿時の動 きを リニア走査経直腸的超

音波断層法 を用いて ビデオモ ニター下に観察,同 時に

尿流量測定法 を施行 し,両 者 の関係を検討 した.

2.後 部尿道 の開大には,膀 胱頸 部の開大 よ りも,後

部尿道の腹側面の前方への動きが大 きな役割を演 じて

いる.

3.排 尿効率 には膀胱頸部の開大 よ り前立 腺部尿道 の

開大のほ うが重要である とい う結果をえた.

稿を終え るに臨み,御 指導,御 校閲 いただいた 恩師 岡田清

己教授に深 く感謝の意を表 します.

本論文の要 旨は第54回 日本泌尿器科学会東部総会,お よび

第55回 日本泌尿器科学会東部総会において報告 した.
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